
大学進学率の国際比較

出典：OECD「Education at a Glance 2012」

日本の大学進学率はOECD各国平均に比べると高いとは言えない。

注：このデータには定義上、留学生の入学者が含まれている。

*アメリカのみ、２年制の機関が含まれた値

※OECDは、留学生が進学率に及ぼす影響を明らかにするため、データのある国については、留学生を除外した調整後の値を示している。

日本は留学生の在籍者数は把握しているが、入学者を区分して調査していないため、留学生を除くことができない。

（2010年）
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アメリカの2002年以降は、

大学型＋非大学型高等教育

機関への進学率

世界の高等教育機関の大学進学率の推移

OECD「Education at a Glance」を基に作成。ただし1990年のデータについては、日本、アメリカ、イギリス、ドイツについては文部科学省調べ。韓国、オーストラリアに
ついては、UNESCO「 Global Education Digest 」
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先進諸国の多くが、大学進学率を上昇させる中で、日本の伸びは低位
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諸外国の成長戦略における高等教育の役割

先進国や近年経済成長を遂げている国は、高等教育政策を重視

教育事業の第１２次５カ年計画(2011～2015年）
○５年間で、高等教育在学者数の増を目指す（2,922万人

→3,080万人）。大学院在学者数についても増（１５４万人→
１７０万人）。

○地方の高等教育の発展も重視。

中国

○１９９０年から２０００年にかけて、大学生は約１．７倍（128万人
→222万人） 、進学率は７０％を超えた。

○一方、少子化が日本を上回るスピードで進んでおり、 このま
まいけば、１０年後には、大学入学定員が１８歳人口の
140％になる見込み。

韓国

○マレーシア：第１０次マレーシア計画(2011-2015)等で、高付
加価値の知的産業の育成と世界トップレベル大学の育成
等を掲げる。

○タイ：第１０次経済社会開発計画等で、人口一万人あたりの
R&D人口を１０人に増加や、大学の基盤整備等を掲げる。

ASEAN

世界の高等教育機関の学生数は、この１０年で２倍近くの増加

○オバマ政権は「2020年までに大学卒業者比率を世界一に」
と宣言しており、コミュニティ・カレッジ卒業者を500万人増加
する計画を開始

米国

○2020年までの欧州の経済成長と雇用に関する包括的な計
画「欧州２０２０」において、高等教育修了者の増加に向け、
高等教育に社会の様々な層を惹き付ける、中退者数を減
少させることを掲げる。

欧州
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高等教育進学率・進学者数とＧＤＰの伸び
日本の進学率は国際的にみて低水準。日本だけが大学入学者が減少。
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(1990→2009)

日本は進学率、進学者数ともに文部科学省調べ（短大含む）。【1990の進学率】アメリカ（2年制を含む）、イギリスは文部科学省「教育指標の国際比較」、それ以外の国はUNESCO,“Statistics (Historical data)（全高等教育機関）”を基に作
成。【2009の進学率】OECD「図表でみる教育2011」ただし、タイについては、 UNESCO,“Statistics（全高等教育機関） 【学生数】アメリカ、イギリス、中国は文部科学省「教育指標の国際比較」の在学者数から推計。フィンランド、スウェーデ
ン、タイはUNESCO,“Statistics (Historical data)”の在学者数から推計（全高等教育機関）。韓国は1990年をUNESCO,“Statistics (Historical data)”、2009年は文部科学省「教育指標の国際比較」の在学者数からそれぞれ推計（全高等教
育機関）、オーストラリアの1990年はUNESCO,“Statistics (Historical data)”の在学者数から推計（全高等教育機関）、2009年はOECD,”Statics”による入学者数。 27


